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2023 ᶍ ᶊᶃᵣᶅ֩ נּ  ֪

 

ᵣᶃᶡ ᵩ ᶊᶉᶂᶅᵩᶩᶝᵸG  

 

23 ᵪᶨᶍ ᷿ḁḎḨ ᶊ ᵶᶅ ᵳƎ ᵳ ᶉᶈ ᵮ ᵣᶅᵣᶪᶇᵲ ᶆɱᵸᴳ

ꞌᵶᶅᵩᶩᶝ ᵫнᴲ ᶊ ᶂᶅᵣᶉᵣɟ ᶍᶡᵳᵵᵣᶝᵸ  G

ᵣᶧᵣᶧ ᶊᶉᶂᶅᵩᶩᶝᵸᵫᴲ ᵶᶅ ꞌᵶᶅᵣᵬᶝᵸᶍᶆ ╥Ǝᵬ ᵬᶧᶬᵶᵮᵩ ᵣ

ᵶᶝᵸ  G

 

ᵲᶫᶝᶆᶊʋ ḻḝᶾḩᴻ᷿ḯḻḃḋ᷿ḯḻᶉᶈᶆᵩ ᵧᵶᶝᵶᵾ ᴲr ᵾᵿᵣᵾᵳ ᶊ ᵸᶪ

ᶉᶈᶎ 

https://sites.google.com/jaaf.or.jp/touroku/  
 

ᶊ ᵶᶅᵩᶩᶝᵸᶍᶆᵳƎ ᵮᵿᵴᵣ  G

 

ᶎᶧᵮ ᵮᵳ ᶒ ᶍנּ ᶊᶃᵣᶅᵩ ᵧᵶᶝᵸ  G

 

à ᶍᵩנּ ᶨᵺá 
○ 2 3 ᵪᶨᶍ  

23 ᵪᶨ ḏᴻḇᶱ ᵶᵾ ᶽḻḐḲᴻ᷿ḁḎḨɵ ᶆ ᶊᵩ ᵣᵣ

ᵾᵿᵰᶪᶧᵥᶊᵶᶝᵸᵼGᶍ ᶆ ᶱּז ᶍᶧᵥᶊ ᵶᶝᵸ  G

 

 

 

 

https://sites.google.com/jaaf.or.jp/touroku/
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○ ᶽḻḐḲᴻ᷿ḁḎḨᶊᶃᵣᶅ 

3 ᵪᶨ ᶽḻḐḲᴻ᷿ḁḎḨᶱ ᶆᵳ ᵣᵾᵿᵰᶪᶧᵥᶊ ᵶᶝᵸG  

ᶹḻḝᶾḩᴻ᷿ḯḻḃḋ᷿ḯḻᶆ╗ ᶊᶃᵣᶅᵳ ᵶᶅᵩᶩᶝᵸᵫƎ ᶍנּ ᴲ

ᶆ ᵶᶅᵣᵾᵿᵮ ᴲ נּ ᶍ ᵣ ᶉᶈᵫ ᵴᶫᶝנּ ᶍнᶆ 3Ǝ ᶊᶿḻ

ḱᶹḻᶆ ᶱ ᵣᵾᵣᶇ ᵣᶝᵸ  G

 ᶎ ᶂᶅᴲ ᵡᶅᶊᵳ ᵴᵺᶅᵣᵾᵿᵬᶝᵸG  

 

○ ᶍ ᶍⱣ  

᷿ḁḎḨᶍ┌ ᶊ ᵣᴲ 22 ḏᴻḇᵫⱣ ᶆᵬᶉᵮᶉᶂᶅᵣᶝᵸG  

2 24 ֩ ֪χ ᶨּז URL ᶆ 22 ᶍ ᶱ Ᵽ ᶆᵬᶪᶧᵥᶊᶉᶩᶝᵸG  

https://lastyear.start.jaaf.or.jp/  

https://check.lastyear.start.jaaf.or.jp/  

http://api.start.jaaf.or.jp/  

ᶉᵩ 23 ∙ ᷿ḁḎḨ ᶊᶧᶩƎ 23 ᶍ ᶱ ᶆᵬᶪ cƎheck . aƎpi. ᶎᶉᵮᶉ

ᶩᶝᵸG ᵾᶊᶈᵥᵣᵥ ᶆ ᶍ ᶱ ᵸᶪᵪᶊᶃᵣᶅƎ ᶝᶩ ᵩ ᵧᵶᶝᵸG  

 

○ ᶍ  

ᶍ᷿ḁḎḨᶿᴻḟḻᶎ3 1 15 ᶱ ᶇᵴᵺᶅᵣᵾᵿᵬᶝᵸG  

ᶊᶧᶂᶅ ᵸᶪּס ᵫᵡᶩᶝ ᶍнᶆ ᵳƎ ᵮᵿᵴᵣG  

 

○ 3/1 ᵪᶨ ᶆᵬᶪ  

᷿ḁḎḨᶆᶎᴲ ֩ ᶍ֪ᵩ ᵣᵫᶆᵬᶪᶧᵥᶊᶉᶩɕ ᵸᵫᴲ ♩≥ ᶊ

ᵳ ᵶƎ ᶱ ᵶᶅᵣ ᶇᶅᵲᶬᶆᵸG ᶊᶧᶂᶅᶎƎ ᵲᶫᶱ ᶊ ᴲ ᶱ

ᵸᵲᶇᶊᵴᶫᵾ ᵫᵾᵮᵴᶲᵡᶩƎ 2/17 ᶆ ᵫ ᶝᶂᶅᵣᶉᵣ ᵫ

ᵮᵡᶩᶝᵸGᵶᵪᵶᶉᵫᶨ᷿ ḁḎḨᶗᶍ ᵫ ᶊᶉᶪ ᵫᵡᶩᶝᵸᶍᶆ 2Ǝ/17 ᶆ

ᵫ ᶝᶂᶅᵣᶉᵣ ᶊ ᵶᶅᶎƎ 3/1 ᵪᶨḁḇᴻḐᵸᶪᶍᵫ ᶉ ᶆᵸ  G

ᶡᶀᶬᶲ ᵪᶨḁḇᴻḐᵸᶪᵲᶇᵫּס ᶆᵸᵶƎ ᵼᶡᵼ ḁɟḇᴻḐ 4ɵ ᵪᶨᶇᵴᶫᶅᵣᶪ

ᶡᵡᶪᶧᵥᶆᵸG ᵼᵲᶆּז ᶍᶧᵥᶉḁ᷆ḀḭᴻḳᶇᵴᵺᶅᵣᵾᵿᵬᶝᵸG  

 

3H/1 ᵪᶨ ᴴ ᵣᶱḁḇᴻḐᶆᵬᶪ  

ᴲ ᴲ ᴲ ᴲ ᴲ╜ ᴲ ᴲ ᴲ ᴲ ᴲ ᴲ ᴲ ᴲ  ᴲם

₲ ᴲ ᴲ ᴲ ᴲ כֿ ᴲ ᴲ ᴲם ᴲ ᴲ ᴲ ᴲ ᴲם ᴲ ᴲ 

ᴲ ᴲ ᴲר ᴲ 

óḃḋḎᶸḻ᷅ ᶱᵸᶆᶊᵳ ᵣᵾᵿᵣᶅᵣᶪᵫᴲ ᶍ ᵫᶆᵬᶅᵣᶉᵣᵾᶠᶊ ᶊ ᶝ

ᶫᶅᵣᶉᵣ ᵫᵡᶩᶝᵸG  

ᵼHᶫ∙  

3/10 ᶝᶆᶊ ą3/27 ᵪᶨ ᴴ ᵣּס  

 

○ ᶊᶃᵣᶅ 

᷿ḁḎḨᶆᶎ ᷿ḁḎḨᶆ ᵶᶅᵣᵾᶧᵥᶉ ᶍḩḻḎḒḻḁ ᵫᶉᵮᶉᶩᶝᵸG  

ᶝᵾ ᶍ ᵣᶡ᷿ḁḎḨᶆ ᶆᵬᶪᵾᶠᴲ ᶗᶍ ꞌᵫ ᶊᶉᶩᶝᵸG  

ᵼᵲᶆƎ ᶇᵶᶅᶎ ᶱ Ⱬ ᵶƎ זּ ᶇᵶᶝᵸG  
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ᵲᶫᶊᶧᶩƎ ᵲᶫᶝᶆ ᶆᵡᶂᵾ ᶍ ᶍ ᶣ 2Ǝ 3 ᶍḵᴻḑḴ

ᴻḁ ᶍᵾᶠᶍנּ ᶊ ꞌᶆᵬᶪᶇ ᵧᶅᵣᶝᵸG  

ᶊᶧᶂᶅƎ ᵲᶫᶧᶩ ᵣ ᶱᵳ ᵴᶫᶪᵲᶇᵫ ᵣᶇ ᵶᶅᵣᶝᵸG  

᷿ḁḎḨᶆᶎ ᶍᶇᵲᶬ ᶍ ᵫᶉᵣᵾᶠ֩ ᶍ ᶍ ᶎᴲ ᶆּס

ᶆᵸᵫᴲ ᶝᶆᶎᶆᵬᶅᵶᶝᵥ֪ᴲ ᶆ ᵴᶫᶪ ᶎ ᵫᵡᶂᶅᶡ ᵶᶉ

ᵣᶇᵣᵥ◖ ᶱᵩ ᵣᵶᶝᵸG  

 

○ ḵ᷅ᶹḻᶊᶃᵣᶅ ḵ֩᷅ᶹḻ ᶍ  ֪

᷿ḁḎḨᶆᶎƎ᷿ḁḎḨᶗᶍḵ᷅ᶹḻᵫᵲᶫᶝᶆᶍ

ᶷ᷀ᶻḻḐ᷈ ᴻḑᶇḙḁḷᴻḑχ ᶨ ḩƎᴻḳᶷḑḴḁᶇ

ḙḁḷ ḑᴻᶆᶍḵ᷅ᶹḻᶊ ᶊᶉᶩᶝᵸG  

2 3 ᶎ 2Ǝ2 ᷿ḁḎḨᶊ ᵴᶫᶅᵣᶪ

ᶍḩᴻḳᶷḑḴḁᶆḵ᷅ᶹḻᶆᵬᶪᶧᵥᶊḏ

ᴻḇᶍ┌ ᶱ ᵣᶝᵸᴳ ᶍᶹḻḝᶾḩᴻ᷿ḯḻḃḋ

᷿ḯḻᶍχ ᶇᶊᴲ ᶉᶈᶆᶈᶍḩᴻḳᶷḑḴḁᵫ

ᵴᶫᶅᵣᶪᵪᶮᵪᶨᶉᵮᶉᶂᶅᵣᶅ סּ ᵫᵡᶪᶍ

ᶆᴲ ᶍᶞ ᶊ╠ ᵶᶅ ᶂᶅᶚᵶ ᶇrᵣᵥ

ᵫ ᶝᵶᵾG  

╠Ǝ ᵶᶅφ ᶩᵸᶪᵲᶇᶊᵶᶝᵶᵾG  

ᵶᶅƎ ╠ ᵪᶨ ᵶᶝᵸG  

ᶎ 2 24 ᵪᶨ ᶱ ᵶᶅr ᶝᵸᴳ

█֩ᶍᶧᵥᶉɟ ᶍ  ֪

 

᷀Ḏ᷉Ḳᴻ ᶍ ᶩ ᶎּז ᶆᵸ  G

╗  ֹ ᵡᶅ 

ᴴ  ֹ ≠╢ ᵡᶅ 

 ֹ ᶊ╗  

 ֹ ᶊ PDF ᶆ╗ ᵩ ᵶ  ð

 

óᶉᵩᴲ ᶎ ᵹᵶᶡ ᵣᵾᵿᵮ ᶎᵡᶩᶝᵺᶲG ᶉ ᶍᶞᴲ ᵸᶪ ᵫᵡᶪ

ᶍᶞᵳ ᵣᵾᵿᵰᶫᶏ ᶆᵸ  G

óPDF ḏᴻḇᵫ ᶉ ᶎ ᶊ start - info@jaaf.or.j p ᶝᶆᵳ ᵮᵿᵴᵣG  

 

○ ᶍḵ᷅ᶹḻḁ֩᷆Ḁḭᴻḳᴲ ᶍ  ֪

֩ ᴲ ᴲ ᴲ ᴲ ᴲ ᴲ

ᴲ ᴲ ᶍ֪᷿ḁḎḨᶗᶍḵ᷅ᶹḻᶆᵸᵫ 2Ǝ 24 ᶊ᷿ḁḎḨᵪᶨ ḩᴻ

ḳᶱ ᵸᶪ ᶆᵸᴳ֩ 2 20 ᶱ ᵶᶅᵣᶝᵶᵾᵫƎᵸᶞᶝᵺᶲƎ ᶊ ᵣᶝᵺᶲ

ᶆᵶᵾ֪  

ḩᴻḳᶷḑḴḁᵫ ᶍ ᶡᵡᶩᶝᵸᶍᶆ 3Ǝ 1 ᶝᶆᶊḩᴻḳᵫ ᵪᶉᵣ  Ǝ

start - info@jaaf.or.jp  ᶝᶆᵳ ᵮᵿᵴᵣG  
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○ ḷḻḇᶹḨḙḁḷᴻḑᶊᶃᵣᶅ 

᷿ḁḎḨᶎᴲ ╠ ֩ ᶍ֪ ᶍ᷊ᴻḛḁɵ ᷀ḁḇḦᶹḂᵶᶅ ᵶɕ ᵸᴳн ᶆᶊ

ᶡ ᵶᶅᵣᶪ᷿ḁḎḨᶆƎḃ᷂ḭḲḎᶸᴻᶊ ᵸᶪᵧ ᶡ ᶊ ᵴᶫᶅᵣᶝᵸG  

ᵼᶍ ᶆ᷿ḁḎḨᶱ ᵸᶪ ᶆ ḷƎḻḇᶹḨḙḁḷᴻḑᶍ ᵫ ᵬᶝᵸ ḵ֩᷅ᶹḻḩ

ᴻḳᶷḑḴḁᶊḱḻḈḨᶉ ᵫ ᶨᶫᶅᵬᶅƎ ᵼᶫᶱ ᵸᶪ֪G 

ᵳ ᶱᵩᵪᵰᵶᶝᵸᵫƎ ᵡᶨᵪᵷ ᵳf ᵮᵿᵴᵣG  

 

○ ᶊᶃᵣᶅ 

ᶆ ᵴᶫᶅᵣᶪ ᶊᶃᵣᶅᴲ ᶍᶇᵲᶬ ᶍ ᵫ ᵸᶪ

ᶍᶞᵫ ᵶᶝᵸG ᷿ḁḎḨᶆ ᵶᶅᵣᵾƎ ╗ ᶷḋḟḵᴻḑᶉᶈᶍ

ᵫᶉᵮƎ ᵫ ᵸᶪᵲᶇᵫᶆᵬᶝᵺᶲG  

ᵲᶀᶨᶍ ᶍᵳ ᶱᵾᵮᵴᶲr ᵾᵿᵣᶅᵩᶩᶝᵸᶍᶆᴲ ᵭᶆ ᶍנּ ᶱ᷿ḁḎḨ

ᶊ ᵶᶅᵣᶝᵸᵫƎ ᶎ ᶆ ᶆᵸᴳ ᵶᵫᶃᵬᶝᵶᵾᶨƎᵩ ᶨᵺᵶᶝᵸG  

ᵼᶫᶝᶆᶎּז ᶍᶧᵥᶉ◖ ᶱᵳ ᵮᵿᵴᵣG  

ᴴ ᶆ ᶩ ᶨᶫᶅᵣᶪ  ֹ ᶍ ᵫ ᵶᶅᵮᵿᵴᵣG  

ᴴ ֩ ᶉᶈ ᵫ֪ ᵸᶪ  

 ֹ ᶍ ᶊ᷈ḩḻḐ ᵫᵡᶩᶝᵸᶍᶆ ᵼƎᶀᶨᶆ ᶊ ᵶᶅᵮᵿᵴᵣG  

ᶉᵩ ᶇᵶᶅᶎƎ ᶍ ᶎ ᵶᶅᵣᶝᵺᶲG ᶆᶡ ᶆᵡᶫᶏᴲ

ᵶᶉᵮᶅᶡ ᶆᵸ  G

 

○ Ḉᶻḻḵᴻḑ 

ᵶᵾᶧᵥᶊ ᶍ᷿ḁḎḨɵ ᷀ḁḇḦᶹḂᵶᶅ◖ ᵸᶪᵾᶠᶊƎ ᶆ ᶍ

ᶍ ᶱ ᶆḈᶻḻḵᴻḑᵸᶪ ᵫᵡᶩᶝᵺᶲG  

ᵲᶫᶊ ᵶᶅᶎƎ ᶍנּ ᶍ ᶱ ᵶᶅᵣᶝᵸᶍᶆƎ ᵶᵫ ᶀᶝᵶᵾᶨɕ ᵾᵳ

ᵶᶝᵸG  

ᶊᶎ Ḉᶻḻḵᴻḑᶍ ᵫᵡᶪᶍᶆᵸᵫᴲ ᶉᶈᵫ ᵣᶄᶨᵣ ᶇᶉᶂᶅ

ᵣᶝᵸᶍᶆ ᵲƎᶀᶨᶡ ᶍנּ ᶱ ᵶᶅᵣᶝᵸG  

 

○ ᶊᶃᵣᶅ 

᷿ḁḎḨᶆᶎ ᶍ ᶱ ᵸᶪ ᶆᴲ ᶱ ᵸᶪ ᵫᵡᶩᶝᵶᵾᵫƎ ᷿

ḁḎḨᶆᶎ ᵶᶝᵶᵾGᵲᶫᶝᶆᶎ ᶊᶉᶂᶅᵣᵾᵾᶠƎ ᶇᵶᶅᶎ ᶆᵶᵾG  

᷿ḁḎḨᶆᶎ ᶱ ᵸᶪ ᵫ ᵴᶫᶅᵣᶪᵾᶠƎ ᵲᶀᶨᶱ ᵶᶅᵣᵬᵾ

ᵣᶇ ᵧᶅᵣᶝᵸG 23 ᶊ ᵰᶅᶎᴲ ᵰᶊ ᶉ᷊ᴻḛḁᶍ ᵫᶆᵬᶉᵪᶂᵾᵾ

ᶠ 2Ǝ4 ᶊ ᵰᶅ ᵶᵾᵣᶇ ᵣᶝᵸG  

 

○ ᷿ḁḎḨᶆ ᶆᵬᶪ ᶊᶃᵣᶅ 

᷿ḁḎḨᶆ ᶆᵬᶪ ᶊᶃᵣᶅ ∙Ǝ ᶍ ᶍᶉᵪᶆUTF8 ᶍ ᷈ᴻḑᶇᵩ ᵧ

ᵶᵾᶍᶆᵸᵫƎ ᵸᶪ᷊ᴻḛḁᵫḏᴻḇḡᴻḁᶎunicode ᶆ ᵶᶅᵣᶪᵫᴲ ᶩ ᶞƎ

ᶊ ᶍḉᶼḋ᷄ ᵫ ᵬ wƎindows31 Jᶍ ᷈ᴻḑ ∫ ᶍ ᶎ ᵧᶉᵣ

ᶇᵶᶅᶎᵷᵣᶅᵶᶝᵥᵲᶇᵫɲ ᵪᶩᶝᵶᵾG  

ᶊᶎ ᴲ ᶉᶈᵫ ᶆᵬᶝᵺᶲ  G

ᶍᵳ ᶇ ᵣ┴ᶂᶅᵶᶝᵣ ᵶ ᵡᶩᶝᵺᶲG  

ᵲᶀᶨᶡ ᶍנּ ꞌᶱ∟ ᵶᶅᵣᶝ ᵫн 3Ǝ 1 ᶍᶿᴻḟḻ ᶊᶎ ᶊ ᵣᶝᵺᶲG  
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ᵼᵲᶆƎ ḏᴻḇᶍ┌ ᶊ ᵶᶅƎ ᶆᵬᶉᵣ ᵫ ᶝᶫᶅᵣᶪ ╗Ǝ ᵶᵾטּ

ᶊ ᵬ ᵧᶅ ḏƎᴻḇᶍ┌ ᶱᵴᵺᶅᵣᵾᵿᵬᶝᵸᶍᶆᴲχ ᶨᵪᵷ ᵳf ᵮᵿᵴᵣG  

 

○ JAAFID ᶍ ᵧ ᶍ ᶊᶃᵣᶅ 

᷿ḁḎḨᶆᶎ ╢ ᶆᶡḵ᷅ᶹḻᶆᵬᶪᶧᵥᶊᶉᶩᶝᵸG ᵲᶍ ᶱ ᵶᶅƎ ᷊ᴻḛ

ḁᶱ ᵴᵺᶅᵣᵬᶝᵸG ᵼᶫᶊ ᵣᶝᵶᶅƎᵲᶫᶝᶆᶎ ᶍ ᵫᵴᶫᵾ ᶆ

JAAF ID ᵫ ᵴᶫᶅᵣᶝᵶᵾᵫƎ ᶎ ᶱᵸᶪ ᶊ ᵼƎᶡᵼᶡ᷿ ḁḎḨᶱ ᵸᶪ

ᶱᵸᶪ ᶊJAAFID ᵫ ᵴᶫᶪᶧᵥᶊᶉᶩᶝᵸG  

ᶃᶝᶩJAAFID ᶡᶂᶅᵣ ᶇᶅᵣᵥᵲᶇᶎᴲ ╢֩ ᵣ ᶞ ᶆ֪ᵡᶪᶇᵣ ≥v

ᶊᶎᶉᶩᶝᵺᶲᶍᶆᵳ ≥ᵮᵿᵴᵣG  

 

àJAAFID ᶱ ᶂᶅᵣ ᶇᶅᵣ ≥v á 

ᵲᶫᶝᶆ  ֹ ᶡ ᶠᶅ ᶊ ᵶᵾᵲᶇᵫᵡ  ᶅ

ᵲᶫᵪ  ʝ  ֹ ᷿ḁḎḨ ᶍᵾᶠᶊ ID ᶱ ᵶᵾ 

óḦḱḅḻ ᶉᶈᶆ JƎAAFID ᶍ ᶱ ᶠᶅ ᵼƎᶫᶱᶡᶂᶅ ᶆᵡᶪᶇ ᵶᶅᵣᶪ

ᵫᵡᶪᶧᵥᶆᵸᵫƎ ᵲᶫᶝᶆ ᵲɟᶫᵪᶨ ᵼɟᶍ ᶎ ┴ᵣᶆᵸ  G

óᵲᶫᶝᶆ ᵶᶅᵣᵾapi.start.jaaf.or.jp ᶍ᷿ḁḎḨᶎ ᵫ ᶉ ᶍᶞᵫ

ᵴᶫᶅᵣᵾᶍᶆ ᵲƎᶀᶨᶆ ᵴᶫᶅᵣᵾ ᶆ ᵴᶫᶅᵣᵾ ᶎᴲ ᵫᶉᵪᶂᵾᶇ

ᵣᵥᵲᶇᶊᶉᶩᶝᵸG  

 

○ ᶊᶃᵣᶅ 

ᵩ ᵧᵶᶅᵣᶪᶧᵥᶊ᷿ ḁḎḨᶆ ᶱ ᵥ ᶊᴲ ᵫ ᵺᵴᶫᶝᵸG  

ᶊ ᵶᶅᶎּז ᵫ ᶆᵸ  G

ó12 ᶊᵩ ᵧᵶᵾ ᶇ ᵡᶩᶝᵺᶲ  G

óᵼᶫ∙ ᶊᵩ ᵧᵶᵾ ᶧᶩн ᵲᵶּזᵫᶂᶅᵣᶝᵸG  

 

[ ╗ ᵾ ]ɭ  

ֹ᷈ḻḛḓ (30 ⱦ ᶝᶆ)/ ᷄ḴḀḋḐ᷀ᴻḑ 

2,000 ⱦ 1ֹ50 ⱦ / 2,001 ⱦ 10,000 ⱦ 2ֹ30 ⱦ / 10,001 ⱦ 4ֹ. ð 

ă ᶎ 1 ᵾᶩᶍ ᵪᶨ  

ă1 ᶍ ᵫ 30 ⱦ∙ ᶍ ᴲ סּ ( ᶍ 2.0% )  

 

ᶊᶃᵣᶅ 1Ǝ ᵾᶩᶆᶎᶉᵮ ᵾᶩᶍ ᶊᵶᶉᵣᶍᵪᶇGᵣᵥφ

ᵣ ᶮᵺᶱᵣᵾᵿᵬᶝᵸᵫᴲ ᶡ ᶠᵾ ᶱ ᵸᶪ 1Ǝ ᵾᶩᶍ ᵫ

ᵶᶣᵸᵣᶇᵣᵥᵳ≥ ᶱ ᵬᶝᵶᵾG  

ᶊ ᵸᶪ ᶊᵸᶪᶇᴲ ᶉ ᵫᵣᵮᶨᶉᶍᵪ ᵪᶩᶄᶨᵣᵲᶇᶡᵡᶩᴲ

1 ᵾᶩᶍ ᶊᵶᶅᵩᶩᶝᵸ G
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○ ᵣ ᶮᵺ  

᷿ḁḎḨᶊ ᵸᶪ ᵣ ᶮᵺ ֩  ֪

0ֹ3 -6386 - 1033  

ó3 1 7 28 ᶍᴲ ᴲ DƎNP ᶍ ᶱ ᵮ  Ǝ

10 ᵪᶨ 5 ᶝᶆ 

 

 

ᵼᶫ∙ ᶍ ᵩᶧᶒ ∙ ᶍ  

זּ ᶊ ᵸᶪ ᵣ ᶮᵺḝᶾᴻḨᵪᶨφ ᵣ ᶮᵺᵮᵿᵴᵣG  

 

àJAAF START ᶍ ᶊ ᵸᶪᵩ ᵣ ᶮᵺá 

ó3 1  

ᵣ ᶮᵺḝᶾᴻḨ https://start.jaaf.or.jp/#/inquiries/new  

ᶧᵮᵡᶪᵳ  https://start.jaaf.or.jp/about/faq.html  

óᵩ ᵣ ᶮᵺḝᶾᴻḨᶆᶍ ᶎ 24 ᶆᵸ  G

ᵩ ᵣ ᶮᵺᵣᵾᵿᵣᵾ ᶍᵳ ꞌᶎᴲ ᴲ DƎNP ᶍ  

ᶱ ᵮᴲ  10 ᵪᶨ  5 ᶝᶆᶇᶉᶩᶝᵸ  G

 

àJAAF START ᶍ ∙ ֩ ᶉᶈ֪ᶍᵩ ᵣ ᶮᵺá 

ó3 1  

ᵣ ᶮᵺḝᶾᴻḨhֹttp://www.jaaf.or.jp/protein  
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ó∙ ᶍ ᶎ 12 ᶊᵩ ᶩᵶᵾᶡᶍᶇ ᵷ ᶆᵸ¨ 

 

2023 年度の登録手続きについて（概要） 

2022 年 12 月 12 日時点 

 

平素は、日本陸上競技界発展のため格別のご協力を賜り、厚くお礼申上げます。 

2022 年 8 月 29 日に開催されました本連盟第 77 回理事会にて、2023 年度からの登録の改訂に

ついて承認されました。登録規程の改訂については 12 月 8 日の第 79 回理事会にて承認されまし

た。承認された内容および、新しく導入される登録システム（現在開発中）の予定されている機

能にもとづいて、2023 年度以降の登録についてお知らせいたします。 

○ 今回登録システムを刷新するに至った経緯 

日本陸連は JAAF ビジョン 2017 のなかでアスレチックファミリーの拡大を目指していま

す。そのためには会員へのサービス拡充も大きなテーマとなっています。2021 年から日本陸

連の登録料を設定させていただきましたが、その際にも記録集計を行い会員本人が自分の記

録がわかるようにすること、もっと簡単に大会にエントリーできるようになること、都道府

県陸協の業務改善を行うことを約束しました。今回のシステムの変更はその基盤となるもの

です。会員個人にサービスを提供していくためには会員個人がシステムにログインできるこ

とが必要になります。 

現在のシステムは 2011 年度に採用しまして、これまでで 10 年経過しました。システム導

入時のコンセプトがそれまで紙で行っていた手続きを web で行うことでしたので、会員個人

が何かをすること、会員個人に何かを返すことは想定範囲外としました。その結果、例えば

個人登録の人が申請した後の自分の状況が把握できない、自分の名前や生年月日がどのよう

に登録されているかが確認できない、自分が登録されているかどうかも確認できないなどの

課題があり、情報が精緻化されないといった問題も改善できないままに来ました。 

また登録料の集金がシステムで行えるようにならないかというご要望は現システム導入当

初からご要望をいただいていましたが、その機能改修に必要な金額が大きく改修に着手でき

ないまま今日に至ります。その間こちら側の機能改修をもう待てないということで、いくつ

か複数の県陸協さんが RBS 社のモシコムというサービスを個人登録の受付で利用されるよ

うになりました。大変おまたせしたのですが、ようやく集金ができるようになります。 

大会エントリー機能に関しても、主催大会に限っては現システムで受付できるようにして

きましたが、現在採用しているシステム会社では、各県で自由に使っていただけるようなも

のを構築することができませんでした（費用的にも使用するのに 1 大会あたり数十万円かか

る）。ようやく来年度からは各県で自由に使っていただけるエントリーシステムをご提供でき

るようになります。 

こういったこれまでの経緯があり、機能改善するにあたり、入札を行い、複数社から提案

をもらった結果、総合的に判断し、これまでのシステムの改修や 0 ベースからの新規開発で

はなく、他競技で利用実績のあるシステムをカスタマイズして採用することに致しました。 

 

○ 第 77 回理事会で承認された内容 

1. 小学生の登録に関する変更 
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2023 年度から小学生の登録を本格的に導入することになりました。“日清食品カップ”

全国小学生陸上競技交流大会（以下、全国交流大会とする）の都道府県大会参加者は登

録をお願いすることになりました。 

① 小学生の登録のイメージ 

小学生の登録料は 500 円/ 人となります。小学生登録という登録の種類は設定しませ

ん。団体登録、個人登録として登録していただきます。中学校、高校のように学校単位

での登録をするのではなく、従来の団体登録として、クラブチームの中で小学生の会員

として登録する形となります。 

② 5 名未満の小学生は学校名を名乗れないのか？ 

団体登録を行うには 5 名以上の会員が必要になりますので、例えば小学生 2 名では加

入団体を作ることはできませんが、指導者や審判、あるいは大人を加えて 5 名以上にす

ることで加入団体とすることができます。団体登録の条件に合わない小学生は、個人登

録で受け付けてください。都道府県大会に 5 名未満で学校名を使わせたい場合などは、

個人登録で受け付けていただき、備考などに学校名を記載し、その情報を競技会で使用

するなどの運用を各県の判断で行ってください。その場合でも全国大会では登録の所属

名を採用します。 

③ 1 年生は登録できますか？ 

小学生の登録に関して、学年の制限はありません。全国交流大会の都道府県大会に 1

年生から参加を認めている場合は、1 年生から登録していただいて結構です。5、6 年生

の全国交流大会実施種目参加者は登録が必要です。それ以外は各都道府県で設定してい

ただいて構いません。登録する場合は陸連登録料が必要になります。 

④ 小学生の記録は公認記録になるのか 

今後小学生の記録も公認記録になるのかのお問い合わせをいただいております。本連

盟としては、記録や勝敗にこだわりすぎ、過度なトレーニングになること等を予防する

観点から、これまでと同様に“日清食品カップ”全国小学生陸上競技交流大会、およびそ

の都道府県大会を含む小学生大会の記録を公認記録と扱わないこととします。それ以外

の公認競技会に参加したときの記録の扱いは今後検討予定です。 

⑤ 小学生の登録は普及の妨げになる 

登録しなくても参加できる競技会も都道府県内で設定していただければと思います。

その上で、全国交流大会につながる日清カップに参加していただければと考えます。全

国交流大会の都道府県大会に参加するためには登録をしてもらい、よりその後長く続け

てもらうきっかけとしたいと考えています。 

 

2. 登録システムの変更 

 従来の登録システム（JAAF-START）から新システムに移行します。新システムは DNP

が提供するシステムを本連盟用に一部カスタマイズして使用します。DNP のシステム

は、すでにハンドボール協会、ソフトテニス協会ホッケー協会などの使用実績がありま

す。 

新システムで新しくできるようになる主なポイントは、下記のとおりです。 

・ 個人のページができます。 
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旧システムではシステムの操作は、団体の連絡責任者のみが行うために、会員

個人は、自分の氏名や生年月日など自分の情報がどのように登録されているかが

わかるようにはなっていませんでした。 

新システムでは、従来のように学校の顧問の先生や団体の連絡責任者が登録作

業を行いながら、自分の情報がどのように登録されているかを確認、修正できる

ようになります。これにより、プログラムを作成した際の氏名の修正などの軽減

が期待されます。 

また記録の集計をこれまでの陸上競技マガジンへの委託から、陸連独自への集

計に移行することにより、個人のマイページで記録情報が閲覧できるようにして

いきます（記録集計に関して、2023 年度はテスト運用とし、24 年度からの本格

運用を目指しています）。 

小中学生がシステムにログインして個人のページを作る場合は、システムの利

用規約への同意が発生することから、保護者の方がその作業を行っていただくの

が良いと考えています。 

ご高齢の方などでインターネットを使った手続きができない方は、従来どおり

団体管理者が登録することが可能です。 

 

・ 登録料の支払がシステムで行えます 

登録料の支払いをシステム上で行うことができるようになります。支払いは、

クレジットカード、コンビニエンスストアでの支払いが可能になります。これに

より会員の利便性が向上するとともに、都道府県陸協での入金確認作業が軽減

されます。 

また支払い証明書が画面で表示されるようにいなりますので、各都道府県陸

協などで領収書を発行することが不要になります。 

団体・個人がシステムで支払うと、決済代行会社が取りまとめて、日本陸連分、

県陸協分などに分割し、毎月定期的（1～3 回/ 月）に指定の口座に振り込んでく

れます。 

このサービスを使用するために、決済手数料が必要になります。決済手数料は

支払いを行う者が、支払い時に支払う料金に応じた金額を同時に支払うことに

なります。決済手数料は、一人当たりの登録料に応じて加算され、登録料一人当

たりの金額が 2,000 円までは 150 円、1 万円までは 230 円、1 万円以上は 4.1％

が加算され、その合計を支払いいただきます。 

上記ができるように、各都道府県の登録料についてお問い合わせをさせてい

ただいております。ご協力をお願い致します。なお初期に設定するために情報の

提供をお願いしておりますが、設定後は各都道府県で自由に変更が可能です。 

 

・ 今後様々なサービスを追加していきます 

 新システムでは、審判講習会の募集、集金、受付をおこなうことや、物販をお

こなうことも可能になります。これらについては新年度登録が開始し、運用が安

定してきましたら、改めてその方法についてお伝えします。 
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 またｅラーニングの導入なども検討しており、随時機能を追加していく予定

です。 

 

3. 登録料について 

 2023 年度の登録料については、現状維持となりました。前述しましたように新しく小

学生も料金が設定されました。それに応じて料金の考え方が登録の種類に応じた金額か

ら、年齢に応じた金額に変更になります。 

年齢 日本陸連登録料 

当該年度末で 19 歳以上の者 1,000 円/ 人 

当該年度末で 19 歳未満の者 500 円/ 人 

＊中学校登録、高校登録は上記にかかわらず 500 円/ 人です。 

高校登録の留年した高校生や 19 歳以上の定通制学校登録の高校生も 500 円/ 人です。 

＊中高校生の二重登録の場合は、陸連登録料は 1 回の支払いになりました。 

＊年度途中での変更の場合も、陸連登録料は 1 回の支払いとなりました。 

 

4. 大学生の登録について 

 従来、大学生の登録の際に都道府県陸協を選択する必要がありましたが、マネージャ

ーなど運営にしか関わらない学生や、大学の記録会にしか出場しない学生もいることか

ら、都道府県を選択しないことも認めることになりました。都道府県を選択しない学生

が競技会に参加した場合、所属の標記は「○○大・学連」という表記になります。その

場合県の記録にはならない扱いで考えています。 

 各都道府県陸協主催の大会に大学生が参加する場合に、登録を要件とする場合は、参

加資格にその旨（例：参加資格：2023 年度日本陸連登録者で、〇〇陸協登録者であるこ

となど）を明記してください。 

 大学生の登録のフローとしては、①大学から学連に登録する。②そのあとに各人で各

都道府県陸協に登録申請をするの手順で考えています。各都道府県で学連登録の大学生

向けの料金を設定していただければ、その分だけをシステムで支払ってもらうことが可

能です（陸連登録料は学連に登録する際に徴収）。 

 

5. 指導者・審判資格取得の推進 

 現在、教員の働き方改革に伴う、公立中学校部活動の地域移行の方針が国によって示

され、各自治体で具体的な対応策の検討が始まっています。今後地域クラブの増加や、

教員以外の指導者が指導すると言った場面が見られることが増えてくることが想定され

ます。その際の指導者の質の担保が課題になっています。そこで本連盟では、JSPOと連

携して行っている指導者資格の取得を推進していきます。 

 また同様に教員の働き方改革、現在の審判員の高齢化などにより、今後競技会運営の

担い手である審判員も減少してくることが懸念されます。今後はこれまで以上に、競技

会に参加する団体が、運営の一端を担う相互審判の形が求められてくると考えます。 

 そこで、本連盟理事会では、2025 年度から小・中学生が登録する団体登録（学校は除

く）においては、公認審判員資格、公認スポーツ指導者資格が 1 名以上登録しているこ
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とを義務化する方針を決定しました。詳細については今後の養成状況を鑑みながら決定

していきます。 

 

○ その他 

1. 2022 年度の登録締切と新システムのオープン時期 

 昨年度末にお伝えしている通り、2022 年度登録の申請締切は 2023 年 1 月 10 日（火）

18：00 までです。承認の締切は 1 月 12 日（木）12：00 です。 

 新システムのオープン時期は 3 月 1 日を予定しておりますが、それ以前にいつから承

認権限のある方に触っていただけるようになるかは別途お伝えします。 

 

2. 大会エントリーシステムについて 

 U16U18 陸上競技大会などでも使用しております、大会エントリーシステムについて、

来年度から各都道府県で自由に使用していただけるようにします。登録データ、記録デ

ータと紐づいたエントリーが可能です。 

 また大会参加料の支払いもできるようになる予定です（年度途中からになる可能性は

あります）。こちらのエントリーシステムを利用いただくのは今後も無料ですが、参加料

の徴収を行う場合のみ決済手数料（エントリー者が参加料とともに支払い）が必要にな

ります。 

 こちらのシステムの利用に関しては、今大会運営者を管理する機能などを開発中です

ので、そちらの目途がたちましたら、年明けに改めてご説明させていただきます。 

今ご使用いただいている、エントリーシステム（プロトタイプ）ですが、新登録シス

テム導入の切り替え作業のために、2023 年 2 月に一旦使用をストップし、3 月からまた

使用を再開します。 

 

○ 新登録システムでの手続きの方法について 

 新システムに関して、現在本連盟用に開発中です。画面イメージを使用した詳細な手続方法

に関して記載したマニュアルに関しては、1 月末をめどに作成し改めてお知らせいたします

が、現在決定している内容をもとに、手続き方法の概要をお示しさせていただきます。 

 

・ 概要 

ü 申請→承認の流れ 

手続きの流れは、各団体が申請し、各都道府県陸協（高体連、中体連）もしくは支

部（群市区陸協や支部）が承認する形になります。承認時にメッセージをつけて承認

できるようになります。また条件が満たされていない場合、差戻もできるようになり

ます。差戻は個人単位ではなく申請単位での差戻になります。 

 

ü データを移行します 

2022 年度の登録情報を移行します。２０２２年度からの継続の団体の情報は、予

め新システムに情報（管理者の情報、２２年度の会員情報など）がセットされていま

す。 
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ü 承認者（各都道府県陸協、中体連、高体連など）と団体・会員の権限 

団体名の変更、抹消などは各団体では行うことができません。従来通り承認者の承

認が必要になります。ただ氏名の修正などは、従来通り会員が自分で修正可能です。 

 

・ 主な変更点 

ü ログインの方法 

システムへのログインはこれまでのアカウントコードとパスワードではなく、２２

年度の連絡責任者のメールアドレスを使用します。 

旧システムからの移行に伴い、ログインの方法の変更で戸惑う可能性がありますの

で、これについては各団体に直接ご案内を送るなど、お知らせする方策を検討します。 

 

ü 登録料の支払い 

登録料の支払いをシステム上で行います。クレジットカード、コンビニエンススト

アでの支払いが可能です。 

新システムでは支払われた金額とその内訳を証明する支払証明書が画面上で表示

されます。内訳は、日本陸連分、都道府県陸協分、支部陸協分、決済手数料などに分

けた内訳が表示されます。支払いごとに表示される予定ですので、1 回目の登録と 2

回目の登録を合算するなどはできません。また内訳ごと表示する（県陸協分だけ表示）

のような表示はできません。 

 

ü マイページの作成 

会員ごとにユーザー登録をして、マイページを作成し、システムにログインするこ

とができるようになります。会員が自分でシステムにログインすることで、自分がど

ういう状況で登録されているか把握・管理することができるようになります。個人の

情報はできるだけ自分で管理し、常に正しい情報にしていく形にしたいと考えていま

す。なるべくこのマイページは作っていただく方向で考えていますが、小中学生や高

齢などで手続きができない方は、マイページを作成しなくても従来どおり団体管理者

が登録手続きを行うことが可能です。 

ü デジタル会員証 

 会員のマイページで、デジタル会員証が表示されるようになります。 

 また従来のような PDF での会員証もダウンロードできますので、印刷して会員証

としてご利用いただくことも引き続き可能です。 

 

ü 新規団体作成 

これまでは新規団体の作成は、承認者が行っていましたが、申請者が作成し、承認

者がそれを承認する形になります。承認時に団体名が問題ないか、登録人数が 5 名以

上いるかなど確認して、承認してください。 

 

ü 個人登録 
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個人登録者もユーザー登録し、システムにログインして、登録申請を行う形になり

ます。これまで申請した後の状況がわかりづらい状況となっていましたが、申請承認

の状況が自分で把握できるようになります。 

 

ü 都道府県登録番号の付与 

 都道府県の登録番号は都道府県によっていろんな運用があるので、システムで自動

的な採番は行いません。システムで自動的に発行されるのは JAAFID のみになりま

す。また承認者が付与する場合と、各団体で管理している場合があるようですので、

どちらでもできるように考えています。具体的には 

 団体登録（一般、高校、中学、大学）の場合 

① 各団体で登録番号を付与して申請する 

もしくは 

② 各団体が登録を申請し、承認者が承認する際にこの番号で入力してくださ

いとシステム上で伝える 

の方法を想定しています。 

 個人登録の場合 

承認者が入力する（承認時でも承認して入金確認後でもどちらでも可能です）。 

 

ü 団体管理者（連絡責任者）の追加・変更 

新システムでは団体の管理者は複数人設定できます。初期は 1 名（22 年度の連絡

責任者）を設定しておきますので、その方が追加・削除することが可能になります。 

顧問の先生が変更になったりして、団体管理者が変更になる場合は、旧の管理者が

新の管理者を追加していただき、新の管理者が旧の管理者を削除する形で入れ替えて

ください。 

例 管理者が 1 名の場合 管理者が複数の場合 

１． A が B を管理者に追加 A．B が C を管理者に追加 

２． A と B が管理者になる A、B、C が管理者になる 

３． B が A を削除 ＢもしくはＣがＡを削除 

４． B だけが管理者になる Ｂ、Ｃだけが管理者になる 

 

ü 承認者（都道府県陸協など）が管理画面でできること 

 承認者は管理画面で、会員・検索、申請・承認の管理、登録料支払いの確認、審判

資格の付与、講習会機能の設定などができます。こちらも詳細は改めてお伝えします。  
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＜登録の申請方法＞ 

1. ２０２２年度から継続の団体（高校、中学校含む） 

 ̧ 団体登録の登録手続きは、団体管理者（連絡責任者・顧問）が行います。 

 ̧ ２０２２年度からの継続の団体の情報は、予め新システムに情報（管理者の情報、２２

年度の会員情報）がセットされています。 

 ̧ システムへのログインはこれまでのアカウントコードとパスワードではなく、２２年度

の連絡責任者のメールアドレスを使用します。 

 ̧ パスワードは移行できないため、「パスワードを忘れた方はこちら」から設定する形をと

ります。 

STEP0 

団体管理者のログイン 

ログイン画面の「パスワードを忘れた方はこちら」から団体管

理者のパスワードを設定します。 

  

STEP1 

継続登録団体の選択 

団体管理者がシステムにログインし、継続登録を行う団体を一

覧から選択します。 

  

STEP2 

団体情報の確認 

団体情報を確認・修正します。 

  

STEP3 

継続申請会員の選択 

登録申請する会員の選択を行います。 

 

  

STEP4 

新規申請会員の追加 

新規に追加する会員を追加します。 

1 管理者が会員を追加する方法 

1.1 2022 年度に陸連登録を行っていない会員の場合は、

一人ずつ情報を追加するか、一括追加してください。 

1.2 2022 年度に別の団体・学校で登録していた会員の場

合は、既存会員登録から検索して追加してください。 

2 会員から管理者に所属申請をする方法 

会員がメールアドレス登録済の場合は、会員から団体に所

属の申請をすることもできます。 

  

STEP5 

申請 

所属する都道府県陸協、支部に申請を行い、承認されるのを待

ちます。 

 この申請はこの内容で支払って良いですか？という申請です。 

この承認をもって登録完了ではなく支払いをもって完了になると解釈します。 

STEP6 

登録料の支払い 

承認されたら、「申請一覧」から登録料の支払い手続きを行いま

す。クレジットカード、コンビニエンスストアでの支払いが可

能です。登録料の支払いが完了したら、登録手続き完了です。 
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＜登録の申請方法＞ 

2. ２０２２年度から継続の個人登録会員 

 

STEP1 

個人情報紐づけ 

ログインページの「メールアドレス未登録の方はこちら」から

情報を入力してシステム上の個人情報との紐づけを行います。 

  

STEP2 

個人情報の確認 

STEP1 で設定した情報でシステムにログインし、「会員情報」

→「詳細変更」から個人情報を確認・修正します。 

  

STEP3 

申請 

登録申請する都道府県陸協または支部陸協を選択・申請し、承

認されるのを待ちます。 

 この申請はこの内容で支払って良いですか？という申請です。 

この承認をもって登録完了ではなく支払いをもって完了になると解釈します。 

STEP4 

登録料の支払い 

承認されたら、「申請一覧」登録料の支払い手続きを行います。

クレジットカード、コンビニエンスストアでの支払いが可能で

す。登録料の支払いが完了したら、登録手続き完了です。 
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＜登録の申請方法＞ 

3. ２０２３年度から新しく登録する団体・学校（新規団体登録） 

 ̧ 団体登録の登録手続きは、団体管理者（顧問）が行います。 

 ̧ 団体管理者（顧問）がすでにシステムにログインできる場合は、STEP1 から開始してく

ださい 

STEP0 

ログイン準備 

 ̧ 団体管理者が 2022 年度に陸連登録していない場合、新規

ID 登録にアクセスして、新規 ID を取得します。 

 ̧ 団体管理者が 2022 年度もいずれかの団体の団体管理者で

あった場合は、「パスワードを忘れた方はこちら」から団体

管理者のパスワードを設定します。 

 ̧ 団体管理者が 2022 年度は団体管理者ではないが、陸連登

録者であった場合には、「メールアドレス未登録の方はこ

ちら」から情報を入力してシステム上の個人情報との紐づ

けを行います。 

  

STEP1 

新規登録団体の設定 

システムにログインし、「加入団体情報」→「加入団体作成」か

ら情報を入力します。 

  

STEP2 

申請会員の追加 

1 管理者が会員を追加する方法 

1.1 2022 年度に陸連登録を行っていない会員の場合は、

一人ずつ情報を追加するか、一括追加してください。 

1.2 2022 年度に別の団体・学校で登録していた会員の場

合は、既存会員登録から検索して追加してください。 

2 会員から管理者に所属申請をする方法 

会員がメールアドレス登録済の場合は、会員から団体に所

属の申請をすることもできます。 

  

STEP3 

申請 

所属したい都道府県陸協、支部に申請を行い、承認されるのを

待ちます。 

 この申請はこの内容で支払って良いですか？という申請です。 

この承認をもって登録完了ではなく支払いをもって完了になると解釈します。 

STEP4 

登録料の支払い 

承認されたら、申請一覧か登録料の支払い手続きを行います。

クレジットカード、コンビニエンスストアでの支払いが可能で

す。登録料の支払いが完了したら、登録手続き完了です。 
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＜登録の申請方法＞ 

4. ２０２３年度から新規に登録する個人登録会員 

 

STEP1 

新規ユーザー登録 

新規 ID 登録にアクセスして、手続きを行います。 

  

STEP2 

申請 

登録申請する都道府県陸協または支部陸協を選択・申請し、承

認されるのを待ちます。 

 この申請はこの内容で支払って良いですか？という申請です。 

この承認をもって登録完了ではなく支払いをもって完了になると解釈します。 

STEP3 

登録料の支払い 

承認されたら、申請一覧から登録料の支払い手続きを行いま

す。クレジットカード、コンビニエンスストアでの支払いが可

能です。登録料の支払いが完了したら、登録手続き完了です。 
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＜登録の申請方法（大学）＞ 

大学生の登録は①大学から学連への登録手続き、②各個人の都道府県陸協への登録の 

２段階になります。 

5. ２０２２年度から継続の大学 

＜①大学としての学連への登録手続き＞ 

 ̧ 団体登録の登録手続きは、団体管理者（23 年度のマネージャー）が行います。 

 ̧ 団体管理者の情報は、別途申請フォームで事前に申請していただきます。 

 ̧ ２０２２年度からの継続の大学の情報は、予め新システムに情報（管理者の情報、２２

年度の会員情報）がセットされています。 

 ̧ システムへのログインは申請フォームで提出したメールアドレスを使用します。 

STEP0 

団体管理者のログイン 

ログイン画面の「パスワードを忘れた方はこちら」から団体管

理者のパスワードを設定します。 

  

STEP1 

継続登録団体の選択 

団体管理者がシステムにログインし、継続登録を行う大学を 

一覧から選択します。 

  

STEP2 

団体情報の確認 

「基本情報」から団体情報を確認・修正します。 

  

STEP2 

継続申請会員の選択 

登録申請する会員の選択を行います。 

 

  

STEP３ 

新規申請会員の追加 

新規に追加する会員を追加します。 

1 管理者が会員を追加する方法 

1.1 2022 年度に陸連登録を行っていない会員の場合は、

一人ずつ情報を追加するか、一括追加してください。 

1.2 2022 年度に別の団体・学校で登録していた会員の場

合は、既存会員登録から検索して追加してください。 

2 会員から管理者に所属申請をする方法 

会員がメールアドレス登録済の場合は、会員から団体に所

属の申請をすることもできます。 

  

STEP４ 

申請 

申請する地区学連に申請を行い、承認されるのを待ちます。 

 この申請はこの内容で支払って良いですか？という申請です。 

この承認をもって登録完了ではなく支払いをもって完了になると解釈します。 

STEP５ 

登録料の支払い 

承認されたら、申請一覧から登録料の支払い手続きを行いま

す。クレジットカード、コンビニエンスストアでの支払いが可

能です。登録料の支払いが完了したら、登録手続き完了です。 
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＜②大学生の都道府県陸協への登録＞ 

 ̧ 各県で開催される県陸協主催大会、県選手権などの大会に出場する場合、都道府県陸協への

登録が求められる場合があります。その場合は大学登録と合わせて、都道府県陸協への登録

も必要になります。 

 ̧ 都道府県陸協への登録を行わない場合は、大会に出場する際の所属都道府県が「学連」とい

う標記になり（「○○大・学連」）、都道府県の記録にはなりません。 

 ̧ 大学登録を行った大学生が、都道府県陸協への登録を行う場合、各大学生が個人でその申請

を行ってください。 

STEP1 

個人情報紐づけ 

ログインページの「メールアドレス未登録の方はこちら」から

氏名、JAAFID、生年月日、共通コード、登録するメールアドレ

スを入力してシステム上の個人情報との紐づけを行います。 

  

STEP2 

個人情報の確認 

STEP1 で設定した情報でシステムにログインし、「会員情報」

→「詳細変更」から個人情報を確認・修正します。 

  

STEP3 

申請 

登録申請する都道府県陸協を選択・申請し、都道府県陸協から

承認されるのを待ちます。 

 この申請はこの内容で支払って良いですか？という申請です。 

この承認をもって登録完了ではなく支払いをもって完了になると解釈します。 

STEP4 

登録料の支払い 

承認されたら、「申請一覧」登録料の支払い手続きを行います。

クレジットカード、コンビニエンスストアでの支払いが可能で

す。登録料の支払いが完了したら、登録手続き完了です。 
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＜県陸協、支部、県高体連などでの承認の方法＞ 

 

STEP1 

承認担当者のログイン 

 

  

STEP2 

申請状況の確認 

申請・承認一覧から申請状況を確認します。 

  

STEP3 

承認 

申請されている内容を確認して、問題がなければ「承認」を選

択し、コメント機能で登録番号を通知してください。 

申請時に申請者に登録番号を付与してもらって、申請させるこ

とも可能です。 

申請内容に問題がある場合、「差戻」を選択し、コメント機能で

承認できない理由を通知してください。 

  

STEP4 

支払い状況の確認 

承認者が「承認」すると、申請者が登録料の支払いができるよ

うになります。支払い状況を確認し、支払われていれば登録手

続きが完了します。 
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⌐⅔™≡⁸ ⌂ ╩ ℮↓≤ 

─ ⌐ ⇔⁸ ⌂ ╩∆╢↓

≤ 

─ ╕√│ ↕╣╢ ╩ ∆╢↓

≤ 

─⧵♩Ɫꜝ☻ⱷfiכⱢꜝ☻ⱷfi♩⁸Ɽ꞉הꜟ▪ꜙ◦◒☿

─ ⌂ ╩ ⇔≡ ⌐ ╕√│

⌂ ╩ ⅎ╢  

⌂  

10 ⌐ ∆╢ ≤ ⌂

╩╙≈↓≤ 

11 ⅜ ⌐ ∆╢ ∕─ ─

─ ╕√│ ⌐ ⇔⁸ ⅜ ╘√ ⌐

⇔⁸ ─ ╩ ™⁸ ⅜ ╘╢ ─

⌐ ⇔⁸∕─ ⌂ ⇔ↄ│ ╩∆╢↓≤ 

12 ⌐ ╘╢╒⅛⁸ ╕√│ ⌐ ∆╢

─ ╩ ↕∑╢ ─  

 ⌐№√∫≡│⁸ ה ה ה ⌂

≤⇔≡™╢ ╩™℮ ╩ ⌐ ↑ ╢╙─≤∆╢⁹

√∞⇔⁸ ⌐≈™≡│⁸ ─ ╩ √ ≢⁸ ⌐

ⅎ≡ ↄ ⇔≡™╢ ╩ ≤∆╢↓≤⅜≢⅝

╢⁹ 

 

 

2022 12 8  

2023 3 1  
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─  

 ─℮∟⁸ ┘⌐

⅜ ⁸ⱷ♦▫▪ ⌂≥╩ ℮ │ ⌐ ╘╢

⌐ ℮╙─≤∆╢⁹ 

─  

  ⌐ ⇔≡⅔↓⌂℮ ⁹

│ ⅜ ∆╢ ⌐ ∆╢╙─

≤∆╢⁹ 

 ≢⅔↓⌂℮ ⁹ │ ╕√

│ ─№╢ ─ ⌐ ∆╢

╙─≤∆╢⁹ 

≤

™℮ ╩ ∂≡⅔↓⌂℮ ⁹ 

 

≤™℮ ╩ ∂≡⅔↓⌂℮ ⁹ 

 

≤™℮ ╩ ∂≡⅔↓⌂℮ ⁹

⌐ ∆╢ │⁸ ─ ⅛╠

∆╢ ─ ⌐ ∆╢↓≤⅜≢⅝╢⁹ 

 ⇔√ ⁸ ⇔√ │

╕≢ ⇔√ ─

⅜№╢ ─  

 ⇔√ ⁸ ⇔√ │

╕≢ ⇔√ ─ ⅜№

╢ ─  

 ⇔≡™╢ ה ─ ⅜№╢

─  

 ⅜№╢ ─  

⌐ ∆╢ ╩ ∆╢ ≢№∫≡⁸

⅜ ⌐ ╘√ ⅜ ≢⅔↓⌂℮ ⁹ 

 

─ ⅝  

  ╩⇔╟℮≤∆╢ │⁸ ╩ ∂≡

⌐ ∆╢≤ ⌐ ╩

∂≡ ⌐ ∆╢⁹⌂⅔⁸ ─ │⁸

≤⇔≡─ ╩ ∆╢ ⅜

╦╣√ ⌐ ⌐ ╦╣╢╙─≤⇔⁸

4 4 ⌐ ╘╢ ⌐≈™≡│⁸

⅜ ╩ ≤⇔≡ ╘√≤⅝⌐

⌐ ⌐ ↕╣╢╙─≤∆╢⁹ 

 ⇔╟℮≤∆╢ │⁸ ⌐ ∆╢

≤ ⌐ ╩ ∂≡ ⌐ ∆

╢⁹ 

╩⇔╟℮≤∆╢ │⁸ ╩ ∂≡

 

 

 

 

 

⁸

⁸ ─

╩ ⁸

⁸

⌐  

 

₈ │

╩ ∆╢↓≤⅜≢

⅝╢₉⌐  
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⌐ ∆╢≤ ⌐ ╩

∂≡ ⌐ ∆╢⁹ 

 ╩⇔╟℮≤∆╢ │⁸ ╩ ∂≡

⌐ ∆╢≤ ⌐ ╩ ∂

≡ ⌐ ∆╢⁹ 

 ╩⇔╟℮≤∆╢ │⁸ ╩ ∂≡

⌐ ∆╢≤ ⌐⁸ ╩ ∂≡

⌐ ∆╢⁹ ╩ ℮ ⅜

⌐ ∆╢⌐│⁸ ⁸ ┘ ╩ ∂

╢↓≤⌂ↄ⁸ ⌐ ∆╢⁹ 

╩⇔╟℮≤∆╢ │⁸ ⌐

∆╢⁹ 

 

 ⅜ ∆╢ ╕√│ ╩ ∆╢

│⁸ ⌐ ╘╢ ⌐ ™⁸ ≢№╢↓≤╩ ⇔≡

╩ ℮╙─≤∆╢⁹ 

 

─  

 │ ⌐ ╕╡ ⌐ ╦╢⁹ 

 ⌐ ╦╠∏⁸ ─ │ ⌐ ⅜

╘╢ ╕≢≤∆╢⁹ 

 

─  

 ─ ⌐ ⌐ ⇔⁸╕√│ ─ ⌐

⌐ ∆╢↓≤│≢⅝⌂™⁹ 

 ─ ⌐ ╦╠∏⁸ ⅔╟┘ ─

│⁸∕─ ⌐ ─ ╕√│ ╩⅔↓⌂℮↓

≤⅜≢⅝╢⁹↓─ ⁸ ╕√│ ╩ ∫≡™

╢ ≤ ⌂╢ ┼─ ╩ ℮↓≤⅜≢⅝╢⁹

╕√⁸ ─ ─ ─ ⌐⁸ ─ ≤⇔≡ ∆

╢↓≤│≢⅝⌂™⁹ 

 

 

 │⁸ ╩ ⇔⌂↑╣┌⌂╠⌂™⁹ 

 │ ─ ╡ ╘╢⁹ 

 

属性 日本陸連登録料 

当該年度末日に 19 歳以上の者 1,000 円/ 人 

当該年度末日に 19 歳未満の者 500 円/ 人 

３ 上記に関わらず、高校登録、中学校登録は 500 円/ 人とする。 

４ 本連盟登録料は、登録時における登録の有効期間の残存期間

 

│ ╡

⌐ ╕╣╕

∆⁹ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

─ ↑⅜

⌐⌂╡╕⇔√⁹

⌐ 19 ⌐⌂╢⅛

⌂╠⌂™⅛≢ ↕

╣╕∆⁹4 1

│ 3 31

24 ⌐ ⅜ ╡

⅜╢─≢⁸

⌐ 19 ⌐⌂╢ ≢

∆⁹ 

 

19 ─ ⌐

∆╢ ⁸

⁸ ⌂≥│

500 ≢∆⁹ 
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に係わらず、前項に定める金額全額とする。 

５ 年度の途中で加盟団体または加入団体を変更した場合は、新

たに本連盟登録料を納付する必要はない。 

６ 二重登録の場合は、高校登録もしくは中学校登録及びその他

の登録のいずれか片方で、本連盟登録料を納付することとす

る。 

 

─  

 ⌐ ⇔≡™╢ │⁸ ─ ≤⌂╢↓≤

⅜≢⅝╢⁹ │⁸ ∆═⅝ כꜞ♩ꜞ♥│√╕

─ ─ ⌂⇔⌐ ⌐ ∆╢↓≤

│≢⅝⌂™⁹ 

 

 ⌐ →╢ │⁸ ∆╢↓≤⅜≢⅝⌂™⁹ 

  ╩ ↑√  

  ⌐ ∆╢  

 ⌐ ╘╢ ⅜ ⇔√ ⁸ │ ≤∆╢⁹ 

 │⁸ ⌐ ⇔≡ ⇔≡™╢ ⌐⅔™≡│

─ ⌐ ⁸ ⌐⅔™≡ ∆═⅝ ╘

╠╣≡™╢ ─ ⌐ ∆╢ ╩ ™⁸╕√│ ⌐

⅔™≡ ↕╣≡™╢ ╩ ∫√↓≤⅜№╢ ⌐≈™≡

╩ ∆╢↓≤⅜≢⅝╢⁹ 

 │⁸ ⌐ ╘╢ ─ ╩ ↑√ ≢№∫≡

╙⁸ ╩ ╡ ∆↓≤⅜≢⅝╢⁹ 

 ⇔─ ─ ⅝⌐≈™≡│⁸ ─

╘╢≤↓╤⌐╟╢⁹ 

 

┼─  

 │⁸ ⅜ ∆╢ ⌐ ∆╢↓≤

⅜≢⅝╢⁹ 

 

┼─  

 ⅜ ┼ ∆╢ │⁸꞉כꜟ♪▪☻

꜠♥▫♇◒☻ ╩ ∆╢⁹ 

 

 

 │⁸ ⁸∕─ ╩ ∆╢

⁸ ∆╢ ⁸⅔╟┘ ─╙─╩ ⇔

≡ ⌐ ∆╢↓≤│≢⅝⌂™⁹ 

 ─ ⌐⅛⅛╦╠∏⁸ ⅜ ∆╢ ⁸

┘

⌐⅔™≡│⁸∕╣∙╣─ ⌐ ╘╢ ╩ ∆

╢⁹ 

⁸

─ ≢╙

│ 1 ™≤⌂

╡╕⇔√⁹ 
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─  

 ─ │⁸ ─ ⌐ ™

╡ ╦╣╢⁹ 

⅛╠ ⇔√ │⁸ ─ ⁸

⁸ ⌐ ∆╢ ─ ה ⁸ ⌐ ∆╢

⌂ ⌂≥⌐ ∆╢↓≤⅜≢⅝╢⁹ 

 

⌐ ∆╢  

 ─ ⌐≈™≡│⁸ ─ ╘╢≤

↓╤⌐╟╢⁹ 

 

 

  

 2012 12 13  

 2018 3 16  

 2018 10  

 2019 12 16  

 2020 11 12  

 2021 11 22 2022 3 1  

 2022 12 8 2023 3 1  

 


